






























































際学部の９学部である。学部数の増加だけを取っても、この２４年間の変化がうかがえる。    
平成８年度以降、履修要項もＡ４判となった。平成８年度は、履修要項が２種類存在する
（図３）。右側はオレンジ色で色が違い、平成８年度入学者用、と書かれている。履修要項の表
紙に「〇年度入学生用」と書かれたのはこれがはじめてだったと思う。後述するが、平成８年
から１年生で教職課程が履修開始できるようになったため、新入生向けと、２
　
 年生から新規に
履修をはじめる在学生向けの２種類を作成したのだと思われる。平成９年度からは履修要項と
講義要綱は同じ大きさ、同じ色になり、表紙も似ているため紛らわしかった（図４）。
そのため、後になって（平成１６年）区別しやすくするために、講義要綱の表紙デザインを変
えることになった（図５）。
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（図２）平成７年度履修要項はＢ５判。
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（図５）平成１５年度講義要綱と平成１６
年度講義要綱
（図４）表紙がとてもよく似ていた。
（図３）２種類の履修要項。左は緑色、
右はオレンジ色。
平成７年度からＡ４判になった講義要綱だが、
総ページ数が２０ページと、 近のシラバスを見慣
れた目にはとても薄く感じる。ちなみに冊子体の
履修要綱（平成２４年からは「授業計画」に名称変
更）が配布されていたのは平成２６年までだと思う
が、そのときのページ数は東大阪キャンパス向け
で１４５ページだった。平成８年度の講義要綱依頼
用紙が残っている（図６）。
原稿は３００字以内で、と指定されており、このころの講義要綱というのはいまとは違い、ご
く簡単な授業の紹介だったのがわかる。一例として、平成７年度講義要綱のわたしの担当科目
の部分を紹介しておく（図７）。
　履修開始時期について
前述したように、１
　
 年次から教職課程が履修できるようになったのは平成８年からで、わた
しが着任した平成７年当時、履修開始は２年生からだった。平成７年度履修要項１ページには
次のように記載されている。
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（図６）平成８年度の講義要綱依頼用紙
（図７）平成７年度の講義要綱
３．履修のための手続き
教職課程の諸科目の履修は第２学年次から始まります。したがって第１学
年次では履修できません。
履修希望学生は前年度末（１月中旬ごろ）行われる「教職課程ガイダンス」
に出席し予備登録を行なうこと。
上記の手続きを済ませた学生は、次年度始め（４月）実施の教職教育部科
目履修登録を行うこと。
（中略）
３年間で履修するのを原則とします。無理をすれば２年間で教職に必要な
単位を取得できる可能性もありますが、２
　
 年間で取得するのは大変困難と思
われるので、できるだけ２，３
　
 ，４
　
 年の３年間で取得するのが望ましい。た
だし、第４学年からの履修は不可能です。
ただし、平成７年当時はちょうど１年次からの履修開始が検討されている時期で、わたしは
着任後はじめての平成７年４月の全体会議（当時は部会と呼んでいたと思う）で１年生からの
受講が提案されたとのメモを残している。また、平成７年７月の会議資料「１年生からの教職
課程履修について（教務案）」を見ると、平成８年度から実施予定とすること、１
　
 年生から履
修できる科目は教職専門科目の一部に加え、「日本国憲法」などに限ることなどが検討されて
いたのがわかる。さらに、１
　
 年生からの履修を可能にするのと同時に、教育実習を３年、４
　
 年
のいずれの学年でも行けるようにする案も出されていた。
１年生からの履修開始は予定通り平成８年度から導入され、この年から「教育学概論」「教
育哲学」「教育史」「発達心理学」「学習心理学」「青年心理学」「教育社会学」「教育行政学」「学
習指導の心理学」「教育臨床心理学」「教育方法学」「教育情報工学」「特別活動論」「生徒指導
論」の１４科目が１年生で履修できることになった。
　履修者数
平成７年度の履修者数を示す資料は手元に残っていないが、平成１３（２００１）年の会議資料に、
「過去５年間　履修登録集計表及び教育実習履修者数」という資料がある。それによると、平
成８年度の履修登録者数は全学年合わせると１,７４７名、平成９年度は１,５８１名であった。その後
166―　　―
近畿大学教育論叢　第３１巻第１号（２０１９・９）
は、平成１０年度１,４３２名、１１年度１,３３８名、１２年度１,３０６名、１３年度１,２３２名と、履修者数が減少し
ている。
　教育実習について
平成８年度入学生からは、１
　
 年次での履修開始と合わせて３年生での教育実習も認められる
ことになった。上述したように平成８年度履修要項は２種類あるが、平成８年度入学者用の履
修要項４ページでは、「教育実習」の履修学年が「３～４」となっている（図８）。
ただし、３
　
 年生での実習は中学校での実習に限る、という条件があり、ガイダンスでは、そ
れに加えてもちろん実習校の許可を得る必要がある、という説明を行っていた。平成１０年度履
修要項からは、「教育実習のための資格要件」に「３年次での教育実習は中学校に限ります。
（ただし、出身校の中学校で３年次実習が認められた場合のみ）」という項目がつけ加えられて
いる（図９）。この３年生での教育実習は、平成１１年度入学生まで認められていた。
　平成７年、平成８年の教育実習生数
平成７年５月１７日付けの「平成７年度教育実習について」という会議資料が残っている。そ
れによると、実習生の内訳は、法学部４９名、商経学部９０名、理工１３１名、文芸９６名、農学部８０
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（図９）一番下のが３年次の実習条件
（図８）教育実習の履修学年が「３～４」
名、短大・聴講生４名の４５０名である。同じく会議資料の「平成８年度教育実習について」に
よると、法学部３６名、商経学部８８名、理工学部９０名、文芸学部７４名、農学部７９名、薬学部１名、
聴講生４名の計３７２名だった。当時の教育実習は中・高ともに２週間である。
　時間割
当時、教職課程の授業は主として４限～７限（特に５限～７限）に行われていた。平成８年
１０月９日付けの教務委員会資料によると、当時の５限は１６：３０～１８：００、６限が１８：１０～１９：
４０、７
　
 限が１９：５０～２１：２０である。平成６年にはじめて非常勤講師として教職課程の授業を担
当したときには、７
　
 限終了は２１：４０だった記憶があり、１
　
 年目か２年目あたりで終了が２０分早
くなったのだと思うが、いつ時間帯が変わったのかについては残念ながら資料も記憶も残って
いない。平成７、８
　
 、９
　
 年の時間割も残っていないが、平成１０年度の時間割を見ると、教職課
程の授業が主に５限から７限の時間帯に行われていたのがよくわかる（図１０）。
平成１０年度のわたしの時間割は、月曜６・７限、火曜５限・６限、金曜５限・６限の通年６
コマだった。当時、専任教員の持ちゴマ数は担当教科によって違っていたと思うが、通年で５
コマか６コマだったと記憶している。
　近畿大学学年暦と教職課程日程予定
平成９年度の大学の学年暦と教職課程日程予定が残っている（図１１）。
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（図１０）平成１０年度時間割表
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（図１１）上は平成９年度近畿大学学年暦、下は教職課程日程予定
学年暦によると、４
　
 月７日が入学式、８
　
 ，９
　
 日がオリエンテーション、１０日に前期授業開始、
７
　
 月１９日に前期授業終了である。教職課程日程予定を見ると、４
　
 月９日～１２日が教職課程履修
ガイダンス、１４日が教職課程前期授業開始である。当時は、各学部のオリエンテーション期間
が終わり、学部の授業がはじまってから教職課程の履修ガイダンスを実施していた。当然のこ
とながら、授業回数は現在より少なく、半期の授業は１２回程度だったと思う。いまから思うと、
ずいぶんのんびりした時代だった。
こうして平成７年～９年ごろを振り返ってみると、２０年以上前のこととはいえ、教職課程の
履修が２年次からだったり、３
　
 年生での教育実習が一時期認められていたり、４
　
 限～７限の授
業時間だったりと、現在との違いに改めて驚かされる。授業時間が遅かったのは、１
　
 部・２部
両方の学生が履修できる時間帯に授業を行う必要があったからだと思われるが、その後、大学
全体が昼夜開講制に移行するとともに、教職教育部の授業時間帯も現在のように１限から６限
までを使うようになった。
２．平成１０年～現在
平成１０年度以降は、主な変更点を履修要項・講義要綱から拾い出していきたい。【　】内に
ゴシック体で記載した項目は、履修要項・講義要綱の内容ではないが、教職教育部に関連する
活動や出来事などである。この表は履修要項・講義要綱に基づくので、４
　
 月～３月の年度ごと
に区切って記載していく。
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・教育職員免許法の改正にともない、「教師論」や「教育課程・方
法論Ⅰ・Ⅱ」「教育総合演習」など新しい授業が設けられる。「教
職に関する科目」の修得必要単位数は、中学校免許状の場合３２単
位以上、高等学校免許状のみの場合は２６単位以上となった。（前
・平成１０年度入学生から介護等体験が義務づけられる。この年度の
履修要項にはまだ「介護等体験について」という独立した項目は
なく、「教職課程受講料について」の項目のひとつとして介護等
体験の費用のことが、また「履修上の留意事項」の 後に、中学
校免許状取得のために介護等体験が義務づけられていることがつ
け加えられているのみである。
平成１０（１９９８）年度
・教職教育部１０周年を迎え、『教育論叢』１０周年記念号を刊行。平成１１（１９９９）年度
平成１２（２０００）年度
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年度までの修得必要単位数は、中学校免許状の場合２４単位、高等
学校免許状で２２単位だった。）
・教育実習が中学校免許状取得のためには４単位、高等学校免許状
取得のみの場合は２単位となった。平成１２年度履修要項から、教
育実習は４年生で行うことになった。
・「『介護等体験』について」のページが履修要項に設けられる。
・セメスター制への切り替えで、講義要綱は「新課程用」「旧課程
用」の２種類が作られた。これは平成１２年度～平成１４年度まで続
いた。
【採用試験対策が行われる。１０月「第１回教採模試（３年生対象）」、
１２月「第２回教採模試（３年生対象）、３
　
 月「教員採用試験講座（３
年生対象）」実施。以後採用試験対策が毎年行われるようになる。】
・履修要項の表紙に「平成１３年度入学生用」と、「入学生用」とい
う文言がはいる。平成８年度には「新入生用」が作られたが、そ
れを除くと平成１２年度版までは「平成１２年度」と書かれているの
みだった。
・「教育総合演習履修ガイダンス」が行事予定表にはいる。この年、
「教育総合演習」（２～４年生対象）の授業がはじまり、受講希望
者を集めてクラス分けのガイダンスを行ったが、比較的うまく分
散することがわかり、以後は行われなかったと記憶している。
【５月「教員採用試験小論文対策Ｅメール講座」をはじめて実施。
当時のＥメール講座は、現在のように２，３
　
 名ずつを担当するので
はなく、各週の担当者が提出された小論文すべてをＥメールで講評
し、それを受講者や担当教員全員が読み合う形を取っていた。講評
する数が多く、担当の週は大変だったが、新しいことをはじめよう
とする熱気のようなものがあり、わたしは楽しかった。】
【３月　近畿大学教職教育部編『教員採用試験のための小論文―合
格へのＥメール講座―』（大阪教育図書）出版。平成１３年５月に実
施した「教員採用試験小論文対策Ｅメール講座」がほとんどそのま
ま本になった
（図１２）。】
平成１３（２００１）年度
（図１２）
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平成１４（２００２）年度
・講義要綱の記載内容が変わり、現在のように１５回の講義計画を書
く形になる（図１３）。
【商経学部が経済学部と経営学部に。】
【教職教育部、本館６階から１１号館に移転。】
平成１５（２００３）年度
・「履修から教員免許取得まで」のページが履修要項に設けられる
（図１４）。
平成１６（２００４）年度
・「教科又は教職に関する科目」として「ケアリング論」が設けら
れる。このときは、まだ「中学校免許取得希望者はできるかぎり
履修すること」という位置づけだった。
・「小学校教諭免許取得支援プログラム」が履修要項に記載される。
・農学部の履修要項、講義要綱が分冊になる。
平成１７（２００５）年度
・「英語免許取得のための必要要件」を新設
【平成１９年１月、文科省の実地視察。緊張の一日だった。】
平成１８（２００６）年度
（図１３）
（図１４）はじめてチャート図がは
いった。
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・「近畿大学における教員養成の理念と目的」のページが追加され、
目次の項目が現在とほぼ同じ順序となる。
・「『教科に関する科目』の表の見方」のページが追加される（図１５）。
・教職教育部開講の授業がすべて半期科目となる。
・「教職入門」、「教育の思想と歴史Ａ」「教育の思想と歴史Ｂ」「教
育相談」などいくつかの授業が新設される。
【文科省「教員養成改革モデル事業」。担当学部ごとにチームに分か
れ、夏休みには学部の先生方とともに各地の大学へ聞き取り調査に
出かけた。】
平成１９（２００７）年度
・「教員免許更新制について」のページが追加される。平成２０（２００８）年度
・「教員養成モデル事業」の結果を反映させた「科目の履修順序と
履修条件について」のページが履修要項に追加される（図１６）。
現行の履修順序と履修条件はこの年の入学生から実施された。
平成２１（２００９）年度
（図１６）
（図１５）表の見方の説明がはいっ
た。
このように見てくると、授業科目の変更や新たな項目の追加とは別に、履修要項をよりわか
りやすいものにしようと、図解や表の見方のページを追加するなどの様々な工夫が加えられて
きたことがわかる。平成２１年ごろにはいまの形に近づき、それからはほぼ現状維持となった。
今回の再課程認定で、平成３１年度履修要項からはまた科目区分などが新しくなったが、図解の
ページなどはそのまま使われている。
平成３１（令和元）年度、教職教育部は３０周年を迎えるとともに、１８号館に移転する予定であ
る。近畿大学のシンボルのひとつである西門の上に新たな居場所を得て、教職教育部はこれか
らどのように変化していくことになるのだろうか。３０周年を迎えた教職教育部の、新たなス
タートを見守ることができるのをうれしく思う。
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・「ケアリング論」が中学校免許取得のための必修科目となる。
・「スクールインターンシップおよびスクールボランティアについ
て」のページが履修要項に追加される。
・各学部の「目指す教師像」が履修要項に記載される。
【教員免許状更新講習をはじめて実施。】
・平成２２年度入学生から「総合演習」に代わって「教職実践演習
（中・高）」が必修となる。
・履修要項に「WEB 履修登録」についての説明がはじめて登場。
【総合社会学部開設】
平成２２（２０１０）年度
【教員免許状更新講習を本格実施。平成２２年度は実施しなかったが、
以後毎年実施。】
平成２３（２０１１）年度
平成２４（２０１２）年度
平成２５（２０１３）年度
平成２６（２０１４）年度
【連合教職大学院開設】平成２７（２０１５）年度
【国際学部開設】平成２８（２０１６）年度
【教職教育部、１１号館５階から旧本館６階に仮移転。平成３１年度に
再移転の予定。】
平成２９（２０１７）年度
【再課程認定】平成３０（２０１８）年度
・免許法の改正に伴い、履修要項の科目区分などが変更される。
【教職教育部開設３０周年】
平成３１（令和元）
（２０１９）年度
